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	総長から，東海国立大学機構（仮称）について懇談したいとの提案があり，席上配付資料に基づき説明があった後，意見交換を行った。
	また，懇談の中で「一法人複数大学制度による自律分散型マルチ・キャンパスシステムの実現に向けた要望書（案）」を文部科学省に提出することについて審議し，これを了承した。
	□次回経営協議会の開催予定について

